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平成28年第１回臨時会　議案の概要

第１回臨時会
（会期：平成28年８月19日）

議決した案件
●議案…１件（●賛成多数可決…１件）

Pick Up
〈
議
案
第
119
号
〉

（
仮
称
）
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
新
設
さ
れ
ま
す

　
（
仮
称
）
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
に
伴
う
厨
房
機
器
設
置
の
請
負
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。
既
存
４
つ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
新
セ
ン
タ
ー
と
し
て

統
合
新
設
し
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
の
使
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎学校給食センター化事業の概要

◎契約の内容（★本臨時会議決案件）

八本松学校給食センター

福富学校給食センター

統合新設 （仮称）北部学校給食センター

豊栄学校給食センター

河内学校給食センター

児童生徒の
増加・減少
への対応

安全安心でおいしい
学校給食へ

施設の老朽化
への対応

工事 契約金額 契約相手

建　　築 5億7,070万1,160円
平原・占部特定建設工事共同企業体
　代表者　平原建設株式会社
　構成員　占部建設工業株式会社

電　　気 1億8,931万3,200円 大和電気工事株式会社広島営業所

機　　械 4億4,280万円
中電工・いのもと産業特定建設工事共同企業体
　代表者　株式会社中電工広島中部支社
　構成員　いのもと産業株式会社

★厨房機器 5億2,164万円 日本調理機株式会社中国支店
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平成28年第１回臨時会　議案の審査経過

●�

議
案
第
119
号（（
仮
称
）北
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機

器
の
請
負
契
約
の
締
結
）

反
対



谷　
晴
美
議
員

　

ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
方
式
は
、
児
童
生

徒
と
の
触
れ
合
い
、
配
送
時
間
の
短

縮
、
食
中
毒
の
発
生
時
の
リ
ス
ク
分

散
、
避
難
時
の
食
の
提
供
や
、
地
域

へ
の
福
祉
的
事
業
の
展
開
に
も
す
ぐ

れ
、
雇
用
と
税
収
増
に
も
寄
与
で
き

る
。
大
規
模
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

よ
り
、
今
あ
る
施
設
を
生
か
し
た
事

業
展
開
が
市
民
へ
の
福
祉
の
増
進
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
反
対
す
る
。

本
会
議
の
討
論

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、
　 「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

議案番号▶ 議
案
第
119
号

会　派　名 議　員　名

創 生 会

岩崎　和仁 ○

貞岩　　敬 ○

岡田　育三 ○

坪井　浩一 ○

北林　光昭 ○

加藤　祥一 ○

重森佳代子 ○

池田　隆興 ○

鈴木　利宏 ○

威 信 会

重光　秋治 ○

宮川　誠子 ○

杉原　邦男 ○

高橋　典弘 ○

山下　　守 議

牧尾　良二 ○

創 志 会

天野　正勝 ○

大道　博夫 ○

玉川　雅彦 ○

奥谷　　求 ○

公 明 党

加根　佳基 ○

竹川　秀明 ○

小川　宏子 ○

市民クラブ

中川　　修 ○

石原　賢治 ○

赤木　達男 ○

誠 志 会

乗越　耕司 ○

中平　好昭 ○

梶谷　信洋 ○

日本共産党 谷　　晴美 ×

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○

委
員
会
審
査
概
要

●�
議
案
第
119
号
（（
仮
称
）
北
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機
器
の
請

　
負
契
約
の
締
結
）

　
　
　
　

入
札
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

入
札
の
１
回
目
は
、
特
定

建
設
業
者
を
対
象
に
し
た
条

件
つ
き
一
般
競
争
入
札
と
し
て
い
た

が
、
応
札
者
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
入
札
条
件
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
っ
た
。
積
算
金
額
は
適
正

で
あ
る
と
の
判
断
に
よ
り
、
２
回
目

QＡ

は
、
入
札
条
件
を
一
般
建
設
業
者
に

緩
和
し
た
。
応
札
が
１
社
あ
っ
た
が
、

応
札
者
が
入
札
要
件
を
満
た
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
失
格
と
な
っ
た
。
３

回
目
は
、
入
札
条
件
を
さ
ら
に
緩
和

し
、
Ｊ
Ｖ
（
共
同
企
業
体
）
で
な
く

て
も
よ
い
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

２
社
応
札
が
あ
り
、
１
社
に
決
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

２
回
目
の
入
札
で
、
応
札

者
が
要
件
を
満
た
し
て
な

か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
失
格
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

Q

　
　
　
　

入
札
要
件
に
つ
い
て
、
建

設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る

営
業
所
所
在
地
等
が
広
島
県
内
に
主

た
る
営
業
所
を
有
し
、
か
つ
東
広
島

市
内
に
営
業
所
を
有
す
る
も
の
と
し

て
お
り
、
建
設
工
事
の
請
負
契
約
に

関
係
の
な
い
支
店
等
に
つ
い
て
は
対

象
外
と
な
っ
て
い
た
が
、
応
札
者
が

そ
の
要
件
を
錯
誤
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
。 Ａ
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平成28年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：平成28年８月26日〜９月16日）

議決した案件
●条例案…５件　●予算案…５件　●諮問…３件　●同意案…３件　●その他…10件

●議長発議…２件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（●全会一致可決…22件　●賛成多数可決…６件）

Pick Up
〈
議
案
第
議
145
号
、
146
号
、
147
号
〉

（
仮
称
）
寺
西
第
二
小
学
校
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

　
（
仮
称
）
寺
西
第
二
小
学
校
の
開
校
に
向
け
て
、「
建
築
」「
電
気
」「
機
械
」
の

各
工
事
に
係
る
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

請
負
契
約
の
内
容

〇
建
築
工
事

　

契
約
金
額
：

　
　

約
１
２
億
５
１
５
９
万
円

〇
電
気
工
事

　

契
約
金
額
：

　
　

約
１
億
９
０
５
９
万
円

〇
機
械
工
事

　

契
約
金
額
：

　
　

約
１
億
５
４
９
０
万
円

工
期

　

平
成
28
年
９
月
17
日
〜

　

平
成
30
年
２
月
28
日

（仮称）寺西第２小学校完成予想図

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
．

応
札
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か

Ａ
．

建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
７
月

26
・
27
日
に
入
札
、
７
月
28
日

に
開
札
。
４
共
同
企
業
体
か
ら

入
札
が
あ
り
、
最
低
価
格
を
入

札
し
た
企
業
体
の
入
札
価
格
が
、

低
入
札
価
格
調
査
に
よ
る
基
準

価
格
を
下
回
っ
た
た
め
、
そ
の

調
査
に
約
10
日
間
を
要
し
た
。

そ
の
調
査
後
、
落
札
決
定
を
８

月
29
日
に
行
っ
た
。

Ｑ
．

低
入
札
価
格
調
査
と
は
ど
の
よ

う
な
調
査
か
。

Ａ
．

低
入
札
価
格
と
な
っ
た
理
由

書
・
入
札
価
格
の
積
算
資
料
等

の
提
出
と
聞
き
取
り
、
ま
た
、

設
計
額
を
も
と
に
市
で
一
定
の

計
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
失
格

基
準
価
格
を
下
回
っ
て
な
い
か

ど
う
か
の
調
査
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
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平成28年第３回定例会　議案の概要

Select.2

Select.1
〈
議
案
第
126
号
〉

東
広
島
市
水
道
事
業
基
本
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　

本
市
の
簡
易
水
道
事
業
を
上
水
道
事
業
に
統
合
す
る
こ
と
等
に
伴
い
、
東
広
島

市
水
道
事
業
基
本
計
画
の
給
水
区
域
を
拡
張
す
る
等
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
127
・
128
・
129
号
〉

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
・

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
取
得

　

東
広
島
消
防
署
に
配
備
す
る
「
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
」
を
約
２
億
２
９
３
万

円
で
、
東
広
島
消
防
署
西
分
署
に
配
備
す
る
「
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」
を
約
３
千

３
４
５
万
円
で
、
大
崎
上
島
消
防
署
に
配
備
す
る
「
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」
を
約

３
千
０
９
９
万
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
買
い
入
れ
ま
す
。

変
更
内
容

　

①

簡
易
水
道
事
業
の
上
水
道
事
業

へ
の
統
合
と
給
水
の
要
望
へ
の

対
応
に
よ
り
、
給
水
区
域
を
左

の
図
の
と
お
り
拡
張
し
た
。

　

②
給
水
人
口
及
び
1
日
当
た
り
最

大
給
水
量
を
増
加
さ
せ
た
。

　

③
施
設
整
備
計
画
を
変
更
し
た
。

上水道区域拡大

東広島市水道事業給水区域図

◎取得の内容
名称 金額 主な仕様

はしご付消防
自動車 2億293万2,000円

・35m級先端屈折はしご
・電動無人放水機能
・空気呼吸器取付装置

消防ポンプ
自動車 3,345万8,400円

・800L水槽
・圧縮空気消化装置
・４輪駆動

消防ポンプ
自動車 3,099万6,000円

・600L水槽
・ホースカー動力昇降装置
・２輪駆動

はしご付消防自動車
東広島消防署に配備している、はしご付消防ポンプ自動車を更新
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平成28年第３回定例会　議案の概要

Select.4

Select.3
〈
議
案
第
130
号
〉

志
和
流
通
団
地
の
土
地
を
企
業
に

売
却
し
ま
す

　

本
年
４
月
28
日
に
立
地
協
定
を
締
結
し
た
企
業
を
相
手
方
と
し
て
、
志
和
流
通

団
地
の
土
地
を
３
億
６
千
６
９
３
万
６
千
２
１
８
円
で
売
却
し
ま
す
。

〈
議
案
第
133
号
〉

市
民
税
の
医
療
費
控
除・
固
定
資
産
税
等

に
つ
い
て
市
税
条
例
を
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
の
個
人
の

市
民
税
の
医
療
費
控
除
、
津
波
対
策
の
償
却
資
産
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
に
つ
い
て
特
例
措
置
、
市
民
税
の
延
滞
金

計
算
の
期
間
の
見
直
し
な
ど
市
税
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎売却の内容

処分する（売り払う）
財産

志和流通１番45号　山林
14,892.30㎡

処分予定価格 3億6,693万6,218円

相手方 双葉運輸株式会社

志
和
流
通
団
地
の
売
却
部
分
（
赤
囲
み
）

◎
主
な
改
正
内
容

①
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
を
購
入
し
た

場
合
の
医
療
費
控
除
の
特
例
を
創
設
。

②
国
税
や
県
税
に
合
わ
せ
て
、
市
民

税
の
延
滞
金
計
算
の
基
礎
と
な
る
期

間
を
見
直
す
。

③
対
象
資
産
（
津
波
対
策
用
の
、
防

潮
堤
、
護
岸
な
ど
の
償
却
資
産
・
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
）
の

軽
減
率
を
設
定
。

④
日
本
と
台
湾
と
の
租
税
取
り
決
め
の

内
容
を
実
施
。（
関
連
条
例
Ｐ
21
上
段
）

◎特定一般用医薬品とは？

　医師等の処方箋に基づき使用され
る医療用医薬品から、薬局・薬店で
購入できる、一般用医薬品に転用さ
れたもの。
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平成28年第３回定例会　議案の概要

Select.6

Select.5
〈
議
案
第
135
号
〉

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の

所
得
割
額
及
び
軽
減
判
定
所
得
の
額
の
算
定
方
法
を
変
更
す
る
条
例
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
136
号
〉

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

定
数
が
59
人
に

　
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の
委

員
の
定
数
を
改
定
し
、
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
等
、

条
例
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

◎
主
な
改
正
内
容

　

所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配

当
等
（
※
）
が
住
民
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
国
民
健
康
保
険
税

の
所
得
割
額
の
算
定
及
び
軽
減
判
定

に
用
い
る
総
所
得
に
つ
い
て
、
特
例

適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等

を
総
所
得
金
額
に
含
め
て
算
定
す
る

た
め
、
規
定
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

○
背
景

　

日
本
と
台
湾
の
間
で
、
二
重
課
税

を
防
止
す
る
等
、
租
税
条
約
に
相
当

す
る
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
そ
の
内
容
を
日
本
国
内
で
実

施
す
る
た
め
の
国
内
法
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

※
特
例
適
用
利
子
等
・
特
例
適
用
配
当
等

　

国
内
居
住
者
が
支
払
を
受
け
る
事

業
所
得
の
う
ち
、外
国
に
お
い
て
設

立
さ
れ
た
団
体
の
所
得
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
る
特
定
対
象
事
業
所
得
に
係

る
利
子
所
得
、配
当
所
得
、譲
渡
所
得
、

一
時
所
得
及
び
雑
所
得
を
い
い
ま
す
。

◎

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
は

○

地
域
で
の
活
動
を
積
極
的
に
行
う

た
め
、
主
に
合
議
体
と
し
て
の
意

思
決
定
を
行
う
農
業
委
員
と
は
別

に
設
置
し
、
農
業
委
員
と
推
進
委

員
は
密
接
に
連
携
す
る
。

○

推
進
委
員
は
、
自
ら
の
担
当
区
域

に
お
い
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
の
地
域

に
お
け
る
現
場
活
動
を
行
う
。

○

推
進
委
員
の
定
数
は
、
政
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
る
。

◎主な改正内容

○農業委員の公選制が廃止され、
市長による任命制に移行

○農業委員の定数を34人から
24人へ改正

○農地利用最適化推進委員の定
数を59人と定める

○推進委員の報酬は月額３万円
とする
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●�

議
案
第
133
号
（
東
広
島
市

税
条
例
等
の
一
部
改
正
）

反
対



谷　
晴
美
議
員

　

改
正
の
内
容
に
は
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
※

の
購
入
に
つ
い
て
医

療
費
控
除
が
可
能
と
な
る
内
容
が
含

を
優
遇
す
る
も
の
で
、
病
院
や
診
療

所
を
利
用
す
る
こ
と
を
削
減
す
る
、

あ
か
ら
さ
ま
な
医
療
費
削
減
の
誘
導

策
で
あ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成



宮
川　
誠
子
議
員

　

医
療
費
控
除
に
つ
い
て
、
市
販
さ

れ
て
い
る
少
額
の
医
薬
品
に
つ
い
て

も
、
１
万
２
千
円
以
上
使
っ
た
ら
税

の
控
除
の
対
象
に
し
よ
う
と
す
る
も

ま
れ
て
お
り
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
は
、
今
も
商
品
名
が
特
定
さ
れ

て
い
な
い
。
市
販
の
医
薬
品
購
入
を

推
奨
す
る
こ
と
で
、
病
院
や
診
療
所

に
行
か
ず
、
自
分
で
市
販
薬
を
購
入

し
て
病
気
を
治
す
た
め
に
ま
ち
の
薬

局
で
市
販
薬
を
購
入
し
た
人
の
税
金

の
で
あ
る
。
医
療
費
の
あ
か
ら
さ
ま

な
削
減
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

こ
れ
ま
で
も
普
通
に
薬
局
で
買
っ
て

い
た
胃
薬
な
ど
も
医
療
費
控
除
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
、
賛

成
す
る
。

本
会
議
の
討
論

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

議案番号▶ 議
案
第
133
号

議
案
第
136
号

議
案
第
145
号

議
案
第
146
号

議
案
第
147
号

議
員
派
遣会　派　名 議　員　名

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○

山下　　守 議 議 議 議 議 議

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○

誠 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × ×

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※スイッチOTC医薬品…医療用から一般用に切り替えた
医薬品
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●�

議
案
第
13₆
号（
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
及
び
選
挙
区

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
等
）

反
対



谷　
晴
美
議
員

　

農
業
委
員
会
の
大
事
な
仕
事
は
、

農
地
を
守
り
振
興
を
図
る
こ
と
で
あ

る
が
、
委
員
公
選
制
を
廃
止
し
、
農

家
の
代
表
と
い
う
制
度
の
性
格
か
ら
、

農
政
の
下
請
機
関
に
変
質
さ
せ
る
よ

う
な
改
革
だ
と
判
断
す
る
。
こ
れ
ま

で
も
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
委

員
の
甘
い
チ
ェ
ッ
ク
に
疑
問
を
持
つ

も
の
で
あ
り
、
100
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
１

人
の
基
準
が
、
120
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と

後
退
す
る
こ
と
に
は
、
ま
す
ま
す

チ
ェ
ッ
ク
が
甘
く
な
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。
本
来
、
機
能
の
強
化
を
講

じ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
反
対
と
す
る
。

●�

議
案
第
1₄5
・
1₄₆
・
1₄₇
号（（
仮
称
）寺

西
第
二
小
学
校
校
舎
新
築
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結（
建
築
・
電
気
・
機
械
））

反
対



谷　
晴
美
議
員

　

住
民
訴
訟
の
審
決
が
ま
だ
終
わ
ら

な
い
う
ち
に
事
業
に
着
手
し
た
こ
と

に
対
し
て
大
変
疑
問
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
建
設
事
業
に
対
し
て
は
、
不

十
分
な
浸
水
対
策
や
ほ
か
の
事
業
に

対
し
て
も
、
住
民
の
不
安
が
あ
る
中

で
の
事
業
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
変
疑
問
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
反

対
す
る
。

賛
成



宮
川　
誠
子
議
員

　

過
大
な
小
学
校
を
早
急
に
分
離
し

て
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

●
議
員
派
遣（
海
外
行
政
視
察
）

反
対


谷　
晴
美
議
員

　

こ
れ
ま
で
の
審
議
の
過
程
で
海
外

視
察
を
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
大
変
疑

問
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
昨
年
に
続

き
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

方
面
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

も
、
目
的
説
明
も
な
い
中
で
行
く
先

だ
け
を
決
定
し
た
こ
と
に
大
変
疑
問

が
あ
り
、
住
民
か
ら
見
れ
ば
視
察
あ

り
き
と
受
け
と
め
ら
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
思
い
、
反
対
す
る
。

総
務
委
員
会

●�

議
案
第
12₅
号
（
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
）

　
　
　
　

新
し
い
委
員
の
選
任
の
経

緯
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

理
由
の
一
つ
は
、
税
の
専

門
的
知
識
を
持
つ
学
識
経
験

者
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
審

議
会
等
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
本
市

で
も
女
性
委
員
の
登
用
に
つ
い
て
目

標
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
性

委
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
理
由
と

し
て
、
今
回
、
選
任
し
た
。

●�

議
案
第
12₇
・
12₈
・
129
号
（
は
し
ご

付
消
防
自
動
車
₁
台
・
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
₂
台
を
取
得
）

　
　
　
　

入
札
の
状
況
と
落
札
率
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。 QＡQ

　
　
　
　

東
広
島
消
防
署
に
配
備
さ

れ
る
は
し
ご
付
消
防
自
動
車

は
、
一
般
競
争
入
札
で
３
社
の
応
札

が
あ
り
、
落
札
率
は
約
99
％
、
西
分

署
に
配
備
さ
れ
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
は
、
一
般
競
争
入
札
で
２
社
の
応

札
が
あ
り
、
落
札
率
は
約
96
％
、
大

崎
上
島
消
防
署
に
配
置
さ
れ
る
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
一
般
競
争
入
札

で
３
社
の
応
札
が
あ
り
、
落
札
率
は

約
89
％
で
あ
る
。

Ａ

委
員
会
審
査
概
要

消防ポンプ自動車
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財
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
に

つ
い
て
は
、
緊
急
防
災
減
災

事
業
債
の
起
債
を
充
て
て
い
る
。
西

分
署
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
防
衛
の
補
助
金
、
緊
急
防
災

減
災
事
業
債
、
一
般
財
源
で
あ
る
。

大
崎
上
島
消
防
署
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
大
崎
上
島
町
の

負
担
金
で
あ
る
。

●�

議
案
第
1₃₃
号
（
東
広
島
市
税
条
例

等
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

新
た
に
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
る
特
定
一
般
用
医
薬

品
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

　
　
　
　

も
と
も
と
医
療
用
医
薬
品

だ
っ
た
も
の
が
、
普
通
の
薬

局
や
薬
店
で
市
販
さ
れ
る
薬
へ
転
用

さ
れ
た
も
の
が
特
定
一
般
用
医
薬
品

で
あ
る
。

QＡQＡ

●�

議
案
第
1₃₇
号
（
平
成
2₈
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

繰
越
金
３
億
９
千
７
百
万

円
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度

決
算
の
繰
越
金
の
う
ち
、
今
回
、
必

要
な
額
が
補
正
さ
れ
た
と
思
う
が
、

全
体
額
は
幾
ら
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
だ
が
、
一
般
会
計
の

決
算
剰
余
金
、
実
質
収
支
の
額
に
つ

い
て
は
、
５
億
５
千
４
百
十
万
１
千

円
で
確
定
し
て
い
る
。

QＡ

委
員
会
審
査
概
要

　
　
　
　

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

場
所
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　

浸
水
想
定
区
域
の
対
象
世

帯
数
と
県
が
管
理
し
て
い
る

県
営
氾
濫
危
険
区
域
の
発
生
頻
度
を

も
と
に
選
定
し
て
お
り
、
黒
瀬
川
の

下
見
水
位
観
測
所
、
河
内
町
入
野
の

失し
っ
ぺ
い平

、
椋
梨
川
と
霜
降
川
の
合
流
点

の
３
箇
所
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

QＡ

文
教
厚
生
委
員
会

●�

議
案
第
1₃₅
号
（
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

具
体
的
な
改
正
内
容
は
。

　
　
　
　

台
湾
と
の
租
税
に
関
す
る

取
決
め
の
締
結
に
伴
う
法
改

正
に
よ
り
、
規
定
の
利
子
、
配
当
等

を
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
の
算

定
に
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

●�

議
案
第
1₄2
号
（
東
広
島
市
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

規
定
の
不
備
と
あ
る
が
、

誤
っ
た
金
額
で
実
施
し
た
の

か
。

　
　
　
　

過
徴
収
が
、
７
件
６
団
体

に
３
万
５
千
円
余
り
発
生
し

て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に

還
付
手
続
き
を
し
て
い
る
。

QＡQＡ

河川監視カメラ
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●�

議
案
第
1₄₅
・
1₄₆
・
1₄₇
号
（（
仮
称
）

寺
西
第
二
小
学
校
の
請
負
契
約
の

締
結
（
建
築
・
電
気
・
機
械
））

　
　
　
　

議
案
の
提
出
が
議
会
の
初

日
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。

　
　
　
　

建
築
に
か
か
る
入
札
に
つ

い
て
、
４
つ
の
Ｊ
Ｖ
か
ら
応

札
が
あ
っ
た
が
、
最
低
入
札
価
格
が

低
入
札
価
格
調
査
の
基
準
価
格
を
下

回
っ
て
お
り
、
そ
の
調
査
に
時
間
を

要
し
た
こ
と
か
ら
初
日
の
提
案
に
間

に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
電

気
、
機
械
に
つ
い
て
は
、
建
築
と
三

位
一
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
わ
せ
て
追
加
提
案
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

QＡ

市
民
経
済
委
員
会

●�

議
案
第
1₃₆
号
（
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
及
び
選
挙

区
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
等
）

　
　
　
　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
₅9
人
の
根
拠
は
な

に
か
。 Q

タ
ー
ル
で
各
種
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
判
断
し
、
₅9
人
と
し
た
。

建
設
委
員
会

●�

議
案
第
1₃2
号
（
東
広
島
市
水
道
事

業
基
本
計
画
の
変
更
）

　
　
　
　

簡
易
水
道
を
上
水
道
に
統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

　
　
　
　

上
水
道
事
業
に
簡
易
水
道

事
業
を
統
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
経
営
の
健
全
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
点
と
、
簡
易
水
道
事
業
を

上
水
道
事
業
に
統
合
す
る
と
い
う
方

針
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
事
業
に
対

す
る
国
庫
補
助
金
を
受
け
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

QＡ

●�

議
案
第
1₃2
号
（
市
道
整
備
事
業
大

河
内
大
沢
線
道
路
改
良
工
事
（
橋

梁
上
部
工
）
の
請
負
契
約
）

　
　
　
　

今
回
の
入
札
に
関
す
る
入

札
率
や
、
何
社
が
応
札
し
た

の
か
と
い
っ
た
状
況
を
教
え
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　

予
定
価
格
１
億
８
千
１
８

４
万
７
千
円
、
最
低
制
限
価

格
１
億
６
千
２
５
６
万
６
千
７
０
６

円
で
、
入
札
率
は
89
・
４
％
、
応
札

は
９
社
あ
り
、
う
ち
７
社
が
無
効
で

あ
っ
た
。

掲
載
記
事
の
訂
正
に

つ
い
て

　

市
議
会
だ
よ
り
170
号
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○

特
集
記
事
表
題
の
表
紙
へ
の
掲
載

も
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

○

13
Ｐ
の
最
下
段
の
一
般
質
問
の
答

弁
者
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正　
「
大
垣
学
校
教
育
部
長
」

　

誤　
「
増
田
学
校
教
育
部
長
」

QＡ

　
　
　
　

国
の
基
準
で
は
91
人
と
な

る
が
、
今
回
の
改
正
の
目
的

が
集
積
率
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
た
め
、
既
に
集
積
で
き
て
い
る

と
こ
ろ
を
除
い
た
７
千
百
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
検
討
を
行
っ
た
。
現
在
₄1
人
の

委
員
で
任
意
業
務
と
し
て
や
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、

実
際
に
ど
れ
く
ら
い
が
適
正
で
あ
る

か
を
3₄
地
区
に
区
域
設
定
し
検
討
し

た
結
果
、
１
人
当
た
り
平
均
120
ヘ
ク

Ａ
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